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いい 号 の メイ ン テ ー マ は 長期 ビジ ョ ン [TJAXA2025」 

で す 。 長期 ビジ ョ ン 策 定 の 委員 長 を 務め た 

” ア 間宮 磐 副 理事 長 と と も に 今回 の ビジ ョ ン 委 

員 会 を リー ド し た 、 樋 口 清司 理事 に 登場 し 

て も らい まし た 。 6 人 の 方 々 に お 聞き し た ITAXA2025 に 

対す る 有識者 の 意見 ] で は 、 | 人 々 の た め の 宇 宙 開 発 ] と い 
う 視点 の 大 切 さ が し み じ み と 強調 され て いま す 。 


グラ ビア に は 「 成 層 圏 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 を と りあ げ ま し た 。 
迫力 の ある で っ か い 姿 と と も に 、 その 生活 と の つなが り を 
感じ と っ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 空 ( そ ら ) も 宇宙 (そら ) 
も JAXA が 挑戦 し 活動 を ひろ げ て いく ター ゲッ ト で す 。 


今年 は 、 日 本 の 宇宙 開発 の 購 和 天 と な っ た ペン シル ロケ ッ ト 
が 、1955 年 に 国分 寺 で 産声 を あげ て か らち ょ うど 50 年 の 
節目 の 年 に 当たり ます 。 当時 大 学院 生 と し て その チー ム に 
お られ た 秋葉 鍼 二郎 先生 に イン タビ ュー を 受け て いた だ き 
まし た 。 その 志 と 情熱 を 受け 継ぎ た いも の で す 。 月 19 日 に 
は 幕張 メッ セ で 記念 イベ ント を 行い ます 。 


最後 に 、 華やか な スケ ジュ ー ル と 
な っ て いる 今年 の 日 本 の 衛星 打 
ち 上 ば げ 予 定 の 一 端 を JAXA 最前 
線 | と し て ご 案内 し ます 。 
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で て G 懇 豆 科 ぐ き 範 め 押 x 先 ン 
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8 や で 人 SQ 記 く KG 税 多く 0 
KN ぶさ に いく もこ いく J 絡 
会 点 杏 関 ご 虹 yEK@ の 3) 会 
起こ の いり K 紀 計 / 較 ざ つじ 
へ K ホ さく % 際 滋 つろ @S も 7 ス 
Q こ 8JNJA り 地 村 つく 公 
お だ 8 うお る Myn ろ 必 枢 で 
対 慰 うろ 心 祭 竹 沙 うろ 心 会 / 
め 瑞 落 も か "や 心 る 心 毅 送 し 5 
8 で SG | 遇 誤 豆 志 つ 則 9JXQ 
し か " 

世 記 玉 杏 和 Am へ BGP 
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ENP た ssh た じゃ YIOPS こ で 
つ 全 p 全 部 記 侯 下 ち おり 況 で レ 
25@? GS8 包 や で 会 と 角 綴 互 
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か で 唱 7 押 衣 り | 架 り 選 軍 称 
yoJJDSN9 鷲 了 ぐ 局 突 WS 
Jp か も りら 訪 ジ No も 
全 NH へ 中 で ト G 忠 時 本 共 
躍 半 を 8 選 水 吉 人 会 謀 玩 計 ” 
JRn ス て お 8SQJG 塊 繋 ち か 
2n ス JAJpS つ 和 い 弟 人 じ ろ 
本" CK0 ぐ 各 拓 的 めい 逢い 淫 
玉 二 レス)aJFJXO も も" 

世 記 宗 症 つ レ が "np3S 
で 生 AJyTSJ 和 0 る 46 つ 7 


【 長 期 ビジ ョ ン 実 現に 向け て 】 な ミ 
宇宙 開発 利用 と 航空 研究 開発 は 、 高 度 な 技術 の 蓄積 、 多大 な 予算 と 時 間 を 必要 と する 事業 で す 。 さ さら に 、 先 駆 的 で 


挑戦 的 な アイ ディ ア や 取組 み も 必要 で す 。 JAXA は 長期 ビジ ョ ン の 実現 に 向け て 、 これ か ら の 2O 年 間 を ・ お お よそ 


ロケ ッ ト や 人 工 衛星 を 開発 最初 の 10 年 と その 後 の 10 年 に 分 け 、 段階 的 な 目標 と 戦略 を 設定 し 取り 組み ぶす? 


献 ひ する 。 ま た 、 ト ッ プ サイ 工 の 時 物 の 10 年 間 は 、 ーー 
。 守 邊 航空 分 野 の 技術 が 社会 で 広く 使わ れ 、 安 全 で 加 か な 国 づく り に 役立つ た め の 活動 に 、 重 点 的 に 取り 組み ます 


人 宇宙 活動 や 月 の 利用 へ 。・ 持 来 の 有人 宇宙 活動 や 月 の 利用 を 見 すえ た 新た な 取組 み の た め の 準 備 期 間 と し ます 。 その た め 先 駆 的 な ミッ シ 
ョ ン の 創出 、 必 要 な 技術 の 蓄積 な ど に 努め 、 国 と し て 、 こ れ ら の 宇宙 活動 を どの よう に 進め る か を 決断 する た め の 


ス の 極 超 音 速 実 験 機 の 実 。 了 綴 を 用 意 し ます 。 1 
Rm 〇 その 後 の 10 年 間 で 、 ~ 貞 革 
・ 引 き 続き 25 和 会 PPE5 の 5 と と も 新しい 宇和 用 の 可能 人 を 提案 し ます 。 


和夫 危 機 管 理 情 幸信 通報 シス テム (フラン) こ 
測位 衛星 群 超大 型 移動 体 通信 衛星 超 高速 通信 衛星 地球 観測 衛星 群 


2 
人 * 
り も M 
W 人 の 
災 十 警報 へ 較 
災害 状況 っ 電 
避難 経路 指示 ご 伯 る 。 人 ニ 。 誠 剛 
家族 の 位置 情報 ー aa Pa タグ ヶ 


ーー 一 被災 者 間 通 信 


| [ 2 山 噴火 
ピ ーー ニー 健 地 、 海 上 等 の いで 
HH 還 無人 観測 局 
6 yi で 総合 情報 セン ター と 6 
し ) い 。 、 パ 津波 


被災 地上 網 と 接続 


JIaj sa = 


COMME ゃ , に 
計 os 森林 火災 」 
災害 の 予測 、 避 難 指示 、 家 族 の 位置 確認 な ど me 観測 ブイ 海難 事故 
直接 個人 携帯 に サー ビス 地震 


将来 の 長期 滞在 に 備え た 居住 
施設 の 建設 で は 、 日 本 の 得意 と 

する ロボ ッ ト が 活躍 し ます 。 工 重 
ネル ギー の 供給 、 水 や 空気 の 確 
保 な ど 、 生 命 を 維持 する た め の 
さま ざま な 実験 が 進め られ ます 。 


地球 か ら 150 万 キロ 離れ た と ころ に ある 、 地 球 と 太陽 の 重力 が つり あう ラグ 
ラン ジュ 点 を 、 太 陽 系 に 広がる 人 類 活動 の た め の 新しい 場 と し て 活用 し ます 。 


// 


火星 が % S ga 誠 


JAXA 長期 ビジョン |』」 A_X A 


で いま す 。 


そし て 、 こ れ ら 作 分 野 の 技術 水準 を 高め 、 産 業 を より 強化 する た め の 積極 的 な 取組 み が 今 、 求 


め ら れ て いま す 。 


世界 の 宇宙 開発 は 大 きく 変わ ろう と し て いま す 。 米国 は 、 月 や 火星 へ の 有人 探査 を 宇宙 開発 
氷 に 掲げ 、 欧 州 は 、 宇 宙 活 動 を 政策 目標 達成 の た め の 有 力 な 手段 と し て 新た に 位 


と イニ シア ティ ブ の 確保 を 図っ て いま す 。 


この よう な 状況 に あっ て 、JAXA は 、 宇 宙 航 空 分 野 に つい て 明確 な 将来 像 を 示し 、 社 会 に 問い 
か け て いく こと が 必要 で ある と 考え 、 ら 0 年 後 ま で の 宇宙 航空 分 野 の 望ま し い 姿 を 「JAXA 長 


期 ビ ジョ ン 」 と し て まとめ まし た 。 
ーー 


た 


人 日 、 航 空 機 は 、 世 界 の 人 と 物 を 運ぶ 手段 と し て な く て は な ら な いも の に な っ て いま す 。 また 、 
ロケ ッ ト や 人 工 衛星 も 、 気 象 ・ 通 信 ・ 地 球 観測 な どの 各 分 野 で 私 た ちの 暮らし の 中 に 溶け 込ん 


【 長 期 ビ ジョ ン 】 

「 世 界 最高 の 信頼 性 と 競争 力 の ある 
し 、 安全 で 豊か な 社会 の 実現 に 貢 
ンス を 推進 する と と も に 、 独 自 の 有 
の 準備 を 進め る 。 さ ら に マッ ハ 5 ク ラ 


宇宙 航空 技術 を 活用 する こと で 、 安 全 で 豊か な 社会 の 実現 に 貢献 し ます 


気象 衛星 や 通信 ・ 放 送 衛星 な ど は 、 既 に 社会 に に っ て な 
く て は な ら な いも の に な っ て いま す 。 JAXA は 、 こ れ ら 
を 発展 させ る と と も に 自然 災害 へ の 対応 や 、 地 球 環境 問 
題 へ の 取組 み に 貢 献 で きる 新しい 宇宙 利用 シス テム を 
実現 し ます 。 具体 的 な も の と し て 次 の よう な シス テム を 
提案 し ます 。 

地震 、 津 波 、 裏 雨 な どの 災害 の 発生 時 に 、 被 害 の 状況 を 


観測 衛星 等 で 集中 的 に 把握 し 、 飼 り 来る 危険 を 防止 する 
最適 な 警報 を 個人 の 携帯 電話 に 通信 衛星 か ら 直 接 通報 


する シス テム を 関係 機関 と 協力 し て 実現 し ます 。 これ を 、 
アジ ア ・ 太 平 洋 諸国 も 利用 で きる シス テム と し て これ ら 
の 国々 と 協力 し て 構築 ・ 運 用 し ます 。 

地球 温暖 化 や 気候 変動 の 様子 を 継続 的 に 観測 し 、 そ の 
変化 を 予測 する シス テム を 確立 し ます 。 これ は 関係 機関 
の 衛星 、 船 舶 、 航 空 機 、 ブ イ や 大 規模 な スー パー コン ピュ 
ー タ な ど を 組み 合わ せ た も の で 、 国 際 機 関 や 各国 政府 
等 に 地球 環境 を 保護 する た め の 政 策 立 案 に 必要 な 情報 
を 提供 し ます 。 


宇宙 の 謎 と 可能 性 を 探求 する こと で 、 知 の 創造 と 活動 訪 域 の 拡大 に 貢献 し ます 


銀河 や ブラ ッ ク ホ ー ル の 観測 、 金 星 や 水星 の 探査 、 太 陽 
系 外 探査 な ど を 目的 と し た 多く の 宇宙 探査 機 を 実現 し 
ます 。 これ ら に よっ て 、 宇 宙 科 学 の 分 野 に お いて 優れ た 
成果 を 得 て 、 我 が 国 を 世界 の トッ プ サ イ エン ス セ ンタ ー 
に し ます 。 


また 、 月 を 詳し く 探 査 し 、 我 が 国 の 活動 領域 の 拡大 と 競 
巴 力 の 源泉 と し て の 技術 開発 力 の 維持 、 強 化 を 図る た め 、 
月 の 利用 の た め の 技 術 と その た め に 必要 と な る 拠点 構 
築 技術 を 確立 し ます 。 


世界 最高 の 技術 に より 、 自 在 な 宇宙 活動 能力 を 確立 し ます 


宇宙 活動 を 展開 し 、 安 全 で 豊か な 社会 の 実現 や 知 の 創 
造 等 に 宇宙 を 利用 し て いく た め に は 、 物 や 人 を 自在 に 宇 
宙 に 運 応 手 段 、 す な わ ち 宇 宙 軸 送 シ ステ ム が 不可 欠 で す 。 
その た め に 世界 最高 の 信頼 性 と 競争 力 を 有する ロケ ッ 
ト 及 び 軌 道 間 輸 送 機 を 実現 し ます 。 

さら に 、 こ れ ら の 技術 を 発展 させ 、 安 全 に 人 が 乗れ る 宇 


笛 輸送 シス テム の 実現 を めざし ます 。 また 、 国 際 協 力 計 
画 へ の 参加 に よっ て 有人 宇宙 技術 の 蓄積 を 継続 し 、 将 来 
の 独自 の 有人 宇宙 活動 実現 へ の 準備 を 行い ます 。 
さら に 、 宇 宙 太 陽光 利用 の た め の エ ネル ギー 無線 伝送 
技術 な ど 新しい 宇宙 利用 を 創出 する 技術 基盤 の 拡充 に 
努め ます 。 


自立 性 と 国際 競争 力 を も つづ 宇宙 産業 へ の 成長 に 頁 献 し ます 


我が国 の 宇宙 機器 産業 は 世界 水準 に 迫る ロケ ッ ト や 衛 
星 を 製造 で きる まで に 成長 し 、 通 信 ・ 放 送 な どの 分 野 で 
は 宇宙 利用 サー ビス 産業 が 育つ っ つて いま す 。 し か し 一 方 で 


国際 競争 の 中 で さら に 成長 を 促す こと が 重要 な 課題 と 
な っ て いま す 。 JAXA は この 課題 に 取り 組み 、 こ れ ら の 
産業 が 我が国 の 大 幹 産業 の 一 つ に な る こと を めざし ます 。 


航空 産業 の 成長 へ の 貢献 と 将来 航空 輸送 の ブレ ー ク スル ー を めざし ます 


我が国 の 航空 産業 が 将来 の 基幹 産業 と な る こと を め ざ 
し て 、JAXA は 、 国 際 市 場 で 受け 入れ られ る 魅力 の ある 
国産 旅客 機 を 実現 する た め に 、 世 界 に 先行 する 我が国 独 


自 の 技術 開発 を 行い ます 。 
さら に マッ 八 5 ク ラス の 極 超 音速 実験 機 で 、 太 平 洋 を 2 
時 間 で 横断 で きる 極 超 音速 機 の 技術 を 実証 し ます 。 


に 対す る 有 


期 ビ ジョ ン に 目 を 通し た 
第 一 印象 は 、 日 本 が 宇 
宙 を 目指 す 高らか な 動 
機 と 意気 込み が 訴え を かけ て こない 
と いう こと で ある 。 宇宙 開発 の 目 
標 は 、 産 業 振興 と 安全 保障 な の だ 
ろう か 。 全体 に は 検討 や 工夫 も る 感 
じ ら れ る が 、 冒頭 第 1 章 ・2 章 あ 
た り は 特に 、 お 役所 の 作文 の 感 が 
強い 。 も ちろ ん 、 お 役所 向け を 意 
識 し た か ら だ ろう 。 し か し これ が 
社会 に 訴え 、 国際 的 に も 通用 する 
日 本 の 長期 ビジ ョ ン た りえ る だ ろ 
うか と いえ ば 、 疑 問 を 禁じ えな い 。 

|「 やりたい こと の 弘 列 ] と いっ た 
新聞 な どの 論調 に 、 私 は 必ず し る 
与 す る も る の で は な い 。 し っ か り し 
た 研究 ・ 検 討 の 裏づけ が ある な 
ら 、 やりたい 夢 が た くさ ん ある の 
は 大 い に よ い 。 卑 し く も 研究 と 開 
発 の 機関 な ら ば 、 な けれ ば お か し 
い 。 私 が 長期 ビジ ョ ン に 注文 し た 
い の は 、 まず 宇宙 進出 の 人 類 的 動 
機 、 国際 的 状況 、 そ し て 自ら の 実 
績 を 含ん だ | 分 析 ] で ある 。 や り た 
いこ と は その 上 に こそ 生ま れ 、 ま 
た 社会 に 対し て も 説得 力 を 持つ だ 
ろう 。 分 析 も な し に 思い つき や 
| 世界 キップ を めざす 」 な どの 言葉 
が ちり ば め ら れる の は 、 空しい 。 

日 本 の 宇宙 開発 は 、 欧米 諸国 に 
比べ て 弱い 科学 基盤 と 少な い 予 算 
で 、 よ く こ こま で きた も の だ と 思 
う 。 ロケ ッ ト で は も う 少 し で 欧米 
と 肩 を 並べ よう と し て いる 。 宇宙 
科学 で は と り わ け 、 規 模 は 小さ く 
と も 世界 に 誇る 成果 を 挙げ て き 
た 。 多少 の 問題 は あれ 、JAXA は も 
っ と それ を 明確 に 主張 し 、 胸 を 張 
れる は ず だ 。 この 長期 ビジ ョ ン に 
は 、 そ うい っ た 実績 の 分 析 、 そ れ 
か ら 来 る べき 自信 と 方 向 性 が 希薄 
な の で ある 。 宇宙 科学 に つい て 割 
か れ て いる ペー ジ の 少な さ に は 和敬 
く が 、 米 欧 の 宇宙 機関 の ビジ ョ ン 
と 比べ て みて も らい た い 。 これ も 、 
きち ん と し た 自己 分 析 ・ 評 価 が 出 
来 て いな いこ と か ら 来 る の で は な 
いか 。 技術 開発 と 科学 の それ ぞ れ 
に 関し て 、 重 厚 な 国際 ピア レビ ュー 
を 行う こと も お 勧め し た い 。 


mb 沼 回 則 過 叶 消 EAI IEUUOP Gt 当 半 (CUOe 


ーー 宙 開 発 利 用 に は 人 類 の 


ーー 和 MR 
の 最 先端 科学 技術 が 必 


要 で あり 、 科学 技術 創造 立国 を め 
ざす わが 国 に と っ て 欠か すこ と は 
で き な い 技術 で ある 。 そし て 、 宇 
宙 開 発 利 用 に 関わ る 産業 は 最 先端 
科学 技術 の 高度 化 を 通し て 、 将来 
の リー ディ ング ・ イ ンダ スト リー を 
めざし て お り 、 国 を 挙げ て 育成 し 
て いく こと か が 必要 で ある 。 

宇宙 開発 の 成果 は 、 通 信 ・ 放 送 、 
観測 、 気象 、 位 置 情報 な ど さ ま ざ 
まな 分 野 に お いて 、 すでに 衛星 シ 
ステ ム と し て 国民 生活 に 密着 し た 
イン フラ と な っ て お り 、 国民 に 本 
元 さ れ て き て いる 。 さら に 、 防 衛 、 
災害 、 環境 な ど 総 合 的 な 安全 保障 
や 国際 頁 献 の 観点 か ら も 、 有 効 活 
用 の 拡大 が 期待 で きる 。 測位 精度 
の 大 幅 な 向上 や 利 活用 の 高度 化 
を めざし て 官民 連携 の も と で 進 
め て いる 準 天 頂 衛星 プロ ジェ クト 
な どる 重要 な 役割 を 担っ て いる 
と いえ る 。 

し か し な が ら 、 米 国 の 宇宙 関連 
予算 は 、 防 衛 予 算 を 除い て も 2 兆 
円 近く あり 、 欧 州 諸国 の 予算 も 増 
加 傾 向 に ある の に 比べ 、 わが 国 の 
予算 は 3000 億 円 に も 満た な い ば 
か りか 厳し い 財政 事情 等 に より 減 
少 の 一 途 を 辿っ て いる 。 安全 で 豊 
か な 社会 を 実現 し 、 産業 競争 力 の 
向上 を 図り 、 宇宙 先進 国 で あり 続 
ける た め に も 、 将来 ビ ジョ ン を 描 
き 国 民 の 期待 に 応え られ る 宇宙 開 
発 利用 の 推進 が 求め られ て いる 。 

その よう な 状況 の 中 で 、 わが 国 
の 宇宙 航空 分 野 の 研究 開発 を 担う 
中 核 機関 と し て 設立 され た 宇宙 航 
空 研 究 開発 機構 (JAXA) が 、 この 
程 今 後 20 年 に わた る 宇宙 航空 分 野 
の 長期 ビジ ョ ン を 発表 され た こと 
は 非常 に 喜ば し いこ と で ある 。 

本 ビジ ョ ン に 盛り 込ま れ て いる 
さま ざま な 意欲 的 プロ ジェ クト を 
実現 させ る た め に は 、 必 要 な 予算 
を 継続 的 に 確保 し 、 人 材 の 育成 を 
図り 、 技 術 革 新 を 進め て いく こと 
が 不可 欠 で ある 。 また 、 今 後 と も 
産業 界 と 政府 の 連携 強化 な ど 統 合 
的 な 活動 を 進め て いく こと ゃ 必要 
で ある 。 

国民 の 期待 に 応え 、 揺 る ぎ な い 
信念 と 情 琉 を 注い で ビジ ョ ン を 是非 
と も 実現 し て いた だ きた い 。JAXA 
の 活躍 に 大 い に 期 待 し て いる 。 
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2lS 子 高齢 化 が 進む 日 本 社 
会 に 活力 を も た ら す た 
ンス め に は 、 企 業 も 社会 も 


イノ ベー ショ ン (変革 ) する こと が 
必要 で す 。 新た な 発想 で 業界 の 常 
識 や 社会 の 仕組 み を 変え る イノ ベ 
ーション こそ が 今 、 求め られ て い 
ます 。 日 本 企業 が 従来 か ら 得 意 と 
し て いる 改善 活動 と 、 イ ノ ベ ー シ ョ 
ン の 組み 合わ せ で 、 日 本 は さら に 
競争 力 を 高め て いか な く て は な り 
ませ ん 。 

イノ ベー ショ ン の 実現 に あたっ 
て は 科学 技術 が 大 き な 役 割 を 果 た 
し ます 。 日 本 に お いて 科学 技術 の 
発展 は 必要 不可 欠 で あり 、 政 府 ・ 
民間 が 協力 し て 取り 組む べき も の 
だ と 思い ます 。 いく つか の 重点 科 
学 技術 分 野 の 中 か ら 、 社会 的 影響 
力 の 大 き さ と いう 視点 と と も に 、 
政府 ・ 民 間 の どちら が 主導 で 進め 
た 方 が 効率 的 か と いう 尺度 で の 議 
論 が 必要 に な っ て くる で し ょ う 。 
宇宙 ・ 航 空 分 野 に 関し て は 政府 の 
関与 が 大 きく 貢献 する 分 野 で あ 
り 、 明 確 な ビジ ョ ン の も と 、 そ の 
実現 に 取り 組ん で ほし いと 思っ て 
いま す 。 

JAXA に は 、 プ ロジ ェクト を 推進 
する エン ジニ アリ ング 能力 を 更に 
高め 、 最 高 の 信 頼 性 を 持つ ロケ ッ 
ト や 人 工 衛星 の 開発 に より 、 宇 
宙 ・ 航 空 分 野 の 発展 を 通じ て 私 た 
ちの 暮らし が 更に 安全 で 豊か に な 
る た め の イ ノ ベ ー シ ョ ン を 実現 し 
て いた だ く こ と を 期待 し て いま 
す 。 地球 環境 や 自然 災害 に 関す る 
取り 組み 、 子 ども た ち に 科学 や 地 
球 に 興味 を 持っ て も らい 次 世代 を 
担う 人 材 を 育成 する 取り 組み な 
ど 、 宇 宙 ・ 航 空 分 野 が 発展 し て い 
く こ と 自体 が 、 日 本 に 活力 を 与え 
て いく に 違い あり ませ ん 。 その 過 
程 で 基幹 産業 と し て も 発展 し 、 日 
本 経済 の 国際 競争 力 強 化 に 結び 
つい て いく の だ と 思い ます 。 

今後 は 、 と り ま と め た JAXA 長 
期 ビ ジョ ン を 、 多 く の 場 面 で わか 
りや すく 情報 発信 し 、JAXA が 進 
め る 宇宙 航空 の 開発 利用 の 価値 に 
つい て 国民 の 理解 を 得る こと が 
重要 で す 。 満天 の 星 降 る 夜空 を 見 
上 げ 、 漆黒 の 聞 の 先 に 思い を 馳せ 
る 時 、 人 々 は 宇宙 に 夢 と ロマ ン を 
か き 立 て られ ず に は いら れ な いと 
思い ます 。 宇宙 ・ 航 空 分 野 へ の 
人 々 の 期待 を JAXA が 担い 、 イノ 
ベー ショ ン を 実現 し て いく こと を 
願っ て や み ま せ ん 。 


洒 庶 河 六 聞 沸 薬 Fーm dam 青 外 庶 溶 士 浴 半 へ 


全 JAXA2025 


を 油 JAXA 長 期 ビ ジョ ン 


還 


在 の 世界 で は 、 環境 間 
[ 題 、 災害 、 紛争 、 南北 問 
題 、 異 文化 衝突 、 教育 


の 荒廃 、 少子 高齢 化 な ど 、 何 か と 
暗い 話題 が 多い で す が 、 宇宙 の カカ 
を 使っ て 解決 に 向かう 面 も ある の 
で は な いで し ょ うか 。 「 問 題 解決 型 
の 宇宙 開発 」 こ そ 今 求 め ら れ て い 
る も の だ と 思い ます 。 

テレ ビ 局 の 現場 の 言葉 に | 一 点 
突破 全面 展開 」 と いう の が あり ま 
す 。 総 花 的 に 手 を 出す より も 一 点 
に こだわ る こと で 、 複 数 の 問題 を 
解決 で きる と いう 意味 で す 。 宇宙 
開発 に お ける 「 一点] と は 何で し 
ょ うか ? 

まず 、「 宇宙 を テコ に し て し か で 
き な い こと を ] 探す 必要 が あり ます 。 

次 元 を ひと つ 上 げ る と 問題 が 解 
決し ます 。 1 次 元 は 2 次 元 で 、 2 次 
元 は 3 次 元 で と いう ふう に 、 次 元 
を 上 げ る と 驚く ほど 簡単 に 悩み が 
消え る こと が あり ます 。 | 宇宙 」 は 
それ を 可能 に し ます 。 

地上 レベ ル で は 難問 で も 、「 宇 
」 と いう 装置 を 組み 合わ せる と 、 
解決 の 道筋 が 見 える こと が ある の 
で は な いで し ょ うか 。 
[災害 情 報 シ ステ ム 」 は その 意味 
で は いい アイ デア で す 。 地上 の 情 
報 シ ステ ム に 、 人 工 衛星 シス テム 
が 融合 すれ ば 、 ダ イナ ミッ ク な 人 危 
機 管 理 の ツー ル に な り ま す 。 問題 
は この シス テム を どう 管理 する か 
で す 。 プラ イバシー 保護 な どの 課 
題 を クリ ア し 、 国民 が 安心 し て 利 
用 で きる シス テム に し て ほし いと 
思い ます 。 

また 、「| 宇宙 の 視点 ] は 教育 に も 
有効 で す 。 

アボ ポロ 計画 で 撮影 され た 1 枚 の 
地球 の 写真 が 、 環境 に 対す る 人 類 


下 


ー ロ 
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宙 開 発 と いう と 、 ど う も 
一 般 の 、 宇宙 開発 の 現 
状 を 知ら な い 方 に は 、 
どう し て も | 技術 | が 前 面 に 押し 出 
され て 、 上 難し いも の 、 わ か り に く 
いも の と いう 感じ が し て し まう ん 
で す 。 宇宙 に 行く た め だ け に や っ 
て いる の で は な く 、 地 球 の 人 々 に 
役に立つ 研究 ・ 開 発 を 常に フィ ー 
ド バ ッ ク し て いる と いう こと を わ 
か っ て ほし いと 思い ます 。 そし て 
開発 に 立つ 側 も 、 人 の 役に立つ こ 
と を 常に 考え 、 人 の 心 を 大 切 に し 
て 、 進 め て いっ て ほし いで すね 。 
女性 の 目 か ら 見 て 、 宇宙 開発 に 
期待 する こと と いえ ば 、 一 番 に は 
災害 や 病気 、 地球 環境 の 改善 に 役 
立つ こと で す 。 
代 た と えば 、 和 災害 の 時 役立つ よう に 
先日 の 福岡 の 地震 の 時 に は 、 福 
岡 の 実家 と な か な か 連絡 が と れず 
困り まし た 。 こう いっ た 場合 で も 、 
宇宙 開発 を 利用 し て 、 ス ムー ズ に 
連絡 で きる よう に な る こと を 期待 
し ます 。 衛星 を 使っ て 、 個人 が 携 
帯 端末 を 災害 時 に も 活か す よ うに 
すれ ば 、 ほ ら 実 現 で きそう で し ょ 。 
@ た と えば 、 病気 の 克服 に 
役立つ よう に 
宇宙 で の 無重力 を 利用 し て 、 地 
上 で は で き な い 、 金 属 の 合金 や 、 
薬 の 研究 ・ 開 発 を し て いる と 聞い 
て いま す 。 早く 新薬 を 開発 し 、 人 
の 治療 に 役立つ よう に し て くだ さ 
い 。 また 、「 地 上 で 身体 の 不 自由 な 
人 が 、 無 重力 の 環境 に お か れる こ 
と で 、 身 体 に と っ て プラ ス に な る 」 
と いう 話 を 聞い た こと が あり ま 
す 。 そう いっ た 研究 を どん どん 進 
め て も らい 、 実 現す る よう に し て 
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れ か ら の 宇宙 開発 は 地 

球 上 の すべ て が 協力 し 

合わ な いと 、 と て も 一 国 
の 手 に は 負え ませ ん 。 国際 共同 事 
業 に な る で し ょ うか ら 、 日 本 る も 今 
や ら な けれ ば な ら な い 。 共に 活躍 
で きる 有人 能 な 能力 を 身 に つけ て 
お か な いと 、 我 々 の 子孫 が 惨め な 
こと に な り ま す 。 た と えば 「 キ ャ 
プ テ ン 、 この ハッ チ を 開け て よろ 
し いで し ょ うか 」 な ど と 恐る 恐る 
確認 する の で は な く 、 同 格 の 能力 
を 持ち 、 日 本 独自 の 技術 や トレ ー 
ニン グ を 積ん で 主役 的 役割 を 果 た 
すく らい の 覚悟 で 挑む 。 そ うす れ 
ば 絶対 的 な 信頼 関係 に よっ て 、 
同じ 仲間 と し て 世界 中 の 人 た ちと 
一 緒 に 宇宙 へ 行け る の で は な いで 
し ょ うか 。 

お そら く 月 や 火星 、 金星 が 、 地 
球 か ら の 観光 の 対象 と な る の は 時 
間 の 問題 。 外気 温 や 気圧 な ど 基 本 
的 な 問題 を クリ ア で きれ ば 、 金 星 
が “第 2 の 地球 "と な る か も し れ 
な い 。 最初 は 星 の ま わり を 一 周 す 
る だ け で も 、 や が て 生活 圏 と し て 
の 改良 に 着手 する こと に な る は ず 
で す 。 まず は 宇宙 開発 の 意義 を 世 
の 中 に きち ん と 表明 する こと が 大 
切 だ と 思い ます ね 。 宇宙 開発 王 生 
命 の 安全 、 つ まり 、 生 き と し 生け 
る も の を 守る た め に 最も 困難 な 技 
術 に チャ レン ジ し て いる の だ と い 
うこ と を 。 営 々 と 行っ て いか な い 
と 人 間 も 恐 竜 の よう な 絶 江 の と き 
を 迎え て し まう 。 知力 を 持っ た 生 
命 体 と し て 生ま れ て きた 以上 、 こ 


の 概念 を 変え た よう に 、 宇 宙 か ら ほし いと 思い ます 。 の 是 を 守り 、 居 住 較 の 拡大 と いう 

見 た 「 鳥 の 目 ] は 、 地 上 で の 「 虫 の 信 そ し て 、 地球 環境 の 改善 に 目的 意識 の も と に 宇宙 開発 は 進行 

目 ] に 命 を 吹き 込み 、 未 来 に 生き 役立つ よう に し て いる の だ と いう 表明 が 必要 だ 

る 子供 た ちの 精神 を 育て る こと に すでに 宇宙 か ら の 地球 和 観測 、 環 と 思い ます 。 

つなが り ま す 。 境 観 測 は 行わ れ て いる の で す が 、 地球 の こと を 考え る と 、 産 業 廃 
[一 点 突 破 ] の た め に 必要 な も う 地球 全体 の 観測 を 進め る うえ で 棄 物 を 生じ る 工業 施設 を 宇宙 へ 持 

ひと つの ポイ ント 。 そ れ は 日 本 ら は 、 宇宙 か ら の 和 観測 が 一 番 い いよ ち 出す と いう こと も 長期 ビジ ョ ン 


し い 個性 を 大 切 に する と いう こと 
で す 。 日 本 に は ロボ ッ ト 技 術 な ど 
を は じ め と し た 、 他 の 国 を リー ド 
する 「 お 家 芸 的 技術 ] が いく つも 
あり ます 。 それ を 抽出 し 、 育て て 
いく こと か 必要 で す 。 アジ ア や 世 
界 と 協調 し 、 頁 献 し 、 尊敬 され る 
国 に な っ て ほし いも の で す 。 

|「 有 人 宇宙 飛行 | に つい て は 、 日 
本 の 宇宙 開発 の シナ リオ が 明確 に 
な り 、 | 有人 | が 結果 的 に 相乗 効果 
を 引き 起こ す の な ら ば 、 賛 成 し て 
も いい と 思っ て いま す 。 


うに 思い ます 。 何より 視野 が 違い 
ます よね 。 も っ と 充実 し た 体制 作 
り を 進め て ほし いと 思い ます 。 


の 中 に ある で し ょ う 。 地球 を いじ 
くり 回 す の は も う や め て 資源 や 施 
設 を 宇宙 に 持ち 出す こと を 考え 、 
ひと つの 信念 を 持っ て 未来 に 期待 
し た い 。 すべ て の 生命 体 を 守る こ 
と が 私 た ち に 課せ られ た 責任 で 
す 。 宇宙 へ の 進出 、 金星 あたり へ 
の 生存 圏 の 拡大 と いう の は も う 急 
務 。 実現 に は 100 年 200 年 か か る 
か も し れ な いけ れ ど 、 その 道 し る 
べ と し て 、 これ か ら の 20 年 と いう 
の は と て も 大 き な 意 味 を 持っ て い 
る と 思い ます 。 
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宙 年 表 


ペン シル 前 後 (1952 一 60 年 ) の 動き 


糸川 英夫 教授 率い る 東大 生産 技術 研究 所 (東大 生研 ) 発足 。 
AVSA (航空 電子 ・ 超 音速 航空 工学 連合 ) 研究 班 が 設置 。 
ペン シル ロケ ッ ト の 開発 に 着手 。 


4 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 都 下 国分 寺 に お いて 

2 段 式 ペン シル ロケ ッ ト の 公開 水平 発射 に 成功 。 

6 月 に は 千葉 市 内 に お いて 秒速 200m を 達成 。 

7 月 総理 府内 に 、 航 空 技術 研究 所 を 設置 。 

8 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

秋田 県 道 川 海岸 に 秋田 ロケ ッ ト 実 験 場 開設 。 

ペン シル ロケ ッ ト 発 射 (ペン シル 300 ロ ケッ ト 1 号 機 ・2 号 機 、 
2 号機 で 飛行 16.8 秒 、 高 度 600m)。 続い て 、 ベ ビー ロケ ッ ト 発 身 
(ベビ ーS 型 ロケ ッ ト 1 号 機 ・2 号 機 ) 。 

9 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 初 の テレ メー ター 搭載 の 

2 段 式 ベビ ーT 型 1 号機 ロケ ッ ト 発 射 実験 に 成功 (高度 約 2000m) 。 
10 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 ベ ビーR 型 ロケ ッ ト 13 号 機 
打ち 上 げ 。 胴体 切り 離し と パラ シュ ー ト の 作動 に 成功 。 


7 月 防衛 店 、 宮 城 県 王城 市 原 演習 場 で 

最初 の 軍用 ロケ ッ ト 発 射 に 成功 。 

9 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

カッ パ 1 型 ロケ ッ ト エ ンジ ン を 完成 。 

日 本 ロケ ッ ト 協 会 設立 。 糸川 英夫 教授 が 代表 幹事 を 務め る 。 
12 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

道 川 海 圧 で カッ パ 1 型 ロケ ッ ト 4 号 機 の 発射 実験 成功 。 


4 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

初 の 2 段 式 カッ パ 2 型 ロケ ッ ト 1 号 機 の 発射 実験 に 成功 。 

5 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 の カッ パ 3 型 ロケ ッ ト 、 

ブー スタ ー の 切り 離し と メイ ン ロ ケ ッ ト 点 火 の 作動 に 初め て 成功 。 
レー ダー 計測 高度 25000km に 到達 。 

6 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 の カッ パ 3 型 ロケ ッ ト 、 

初 の 夜間 打ち 上 げ テ スト 。 高度 20km。 

7 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

プラ スチ ッ ク 製 ロケ ッ ト エ ンジ ン を 試作 、 地 上 実験 に 成功 。 
9 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 宇 宙 線 ガイ ガー カウ ンタ ー 搭 載 
カッ パ 4 型 ロケ ッ ト 1 号 機 の 打ち 上 げに 成功 。 

12 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 の 

カッ パ 122T 型 ロケ ッ ト 1 号 機 の 打ち 上 げ 実 験 。 


国際 地球 観測 年 ((GY) 。 
日 本 に と っ て 宇宙 へ の 大 き な 契 機 と な る 。 


2 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 プ ラス チッ ク 製 パイ ティ 
(zT) 型 ロ ケッ ト 1 号 機 ・2 号 機 の 発射 実験 。 高度 2500km に 到達 。 
4 月 東京 大 学 航空 研究 所 発足 。 カッ パ 5 型 ロ ケッ ト 1 号 機 の 
打ち 上 げ 実 験 。 秒速 900m、 高 度 13km に 到達 。 

6 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、2 段 式 カ ッ パ (K)- ロ ケッ ト 
4 号機 を 打ち 上 げ 。 高度 50km に 到達 。 IGY 高 層 物 理 観測 。 

9 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 カ ッ パ 6 型 ロ ケッ ト 5 号 機 を 
打ち 上 げ 。 高度 60km 以 上 で の 観測 に 成功 。 

11 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 

茨城 県 大 洗 海岸 で FT-122 型 ロケ ッ ト 1 号 機 ・2 号 機 を 打ち 上 げ 。 


3 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

カッ パ 6 型 ロケ ッ ト 14 号 機 を 打ち 上 げ 。 高度 60km に 到達 。 
7 月 科学 技術 庁 、 宇 宙 科 学 振興 準備 委員 会 を 設置 。 
11 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

カッ パ 7 型 ロケ ッ ト 1 号 機 を 打ち 上 げ 。 

12 月 国連 第 14 回 総会 決議 で 宇宙 空間 平和 利用 委員 会 
UOS) を 設置 。 


(COP- 


3 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、 

カッ パ 8D 型 ロケ ッ ト 1 号 機 を 打ち 上 げ 。 

5 月 総理 府 、 宇 宙 科 学 技術 振興 準備 委員 会 を 解消 、 
宇宙 開発 審議 会 を 設置 。 
7 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 、Kc8-1 ロ ケッ ト 打 ち 上 げ 。 
高度 180km (沿革 で は 190km。 要 確 認 )、 続 いて 2 号機 で 
高度 182km に 到達 し 、 世 界 初 の イオ ン 密 度 測定 を 行う 。 

9 月 東京 大 学生 産 技術 研究 所 

カッ パ 6 型 ロケ ッ ト 18 号 機 を 打ち 上 げ 。 風 と 気温 の 観測 に 成功 。 
2 段 式 カッパ 8 型 ロ ケッ ト 3 号 機 を 打ち 上 げ 。 

高度 200km に 到達 し 、 初 の 電離 層 観 測 に 成功 。 

2 段 式 カッ パ 8 型 ロ ケッ ト 4 号 機 を 打ち 上 げ 。 夜 問 観測 に 成功 。 


糸川 英夫 (1912 一 1999) 


』 


博 後 む 著 含 博 の ん を し @ た 応 ト 体 地 空き 
土 の な し ま 士 針 で 動 時 歴 シ ヶ * 望 の の 人 作 高 れ 
の 人 ど いれ は を きか に 史 人 ト 事 を 成 協 の 者 く て 
大 生 が パ る いい ゼ た す は は 肉 務 こ 功 力 三 は い 
ず の ロイ 人 間 ロ ? 人 急 ふ 皇 半 の は が 才 糸 想 く 
を 多 ケ オ 物 達 か 日 物 激 だ 板 の 旬 達 な を 川 ひ 時 
際 彩 ツリ だ いら 本 を に ん に た に 成 け 該 で は 期 
だ さ ト ン $ な 1 の いい 動 は きめ 寄 で れん る だ 
た が 開 製 べ くに 宇 人 ぐ くめ れ 介 せき ば だ 人 彼 け っ 
せ 皮 発作 ス 天 動 男 は * っ たれ た な いい は し た 
て 了 肉 か に ト 才 か 開 末 大 < 昔 て も い 観 ここ 
は に ら も セ もの し 発 全 きり “こい の へ ハ 測 の の 狼 
いも 離 取 ラ 範 た の 選 く ヽ 食 で と 口 三 句 の 
る 糸 れ り | 暗 糸 歴 と 時 し 本 あい ケ 位 に 海 
の 川 た 組 を に 川 更 呼 代 か 場 つ っ う ッ ーー 天 
導 参 れ く 衛 | が ア 実 118 シ ノ だ 物 触 天 だ 
未 そ を 打 量 ダイ 駿 日 え 1 そろ 語れ が 
宣 つ ? ヘッ ツ 言 と か XN ちち 、 う 憲 ゃ \ 
著 や り 上 き 8 トミ シン ゥ ペイル へい "は う 孤 い 
日 を MM げ や とれ ユ 数 ご ン 示 沿 > 豊 え 独 ず 
 % たま また 2 セシル し し 人 で うれ 
王 : R 日 ん 疲 ぶ ば 深 
工 な 0 る 2 イル し しめ うっ う 人 パ る み ( 
和 リー ワン 中 いせ 
創 了 和 2 の ヶ た わ 読 ヽ よ 
聞 ケ F 隊 方 の け ま 中 し の 
凌 易 ー シ が X | か だ の 55 ま せり と 三 ん の 
松 条 で ル ま 線 ル ん ら っ 最 年 ア と い ヶ ギ 発 
ー 本 めも 大 を 存 た 初 4 イ つ える | 想 
> 流 な 文 タ 在 の 月 ン の る ト に や 
ど WM 

と っ 3 

と ス Q 

/ ヽ 

/ \ 


JAXA で は ペン シル ロケ ッ ト 水 平 発射 か ら 50 周 年 を 記念 し 、 1 
8 月 19 日 ( 金 )10 時 一 17 時 、 幕 張 メ ッ セ ( 最 寄 駅 : 京葉 線 海浜 
幕張 駅 ) に て 「 ペ ン シ ル ロケ ッ ト フ ェ ス ティ バル ] を 開催 し ます 。 【 


JAXA の 若手 エン ジニ ア 達 が 当時 の 設計 図 を 弓 解 き 、 ペ ベン シ ル  U 


ロケ ッ ト と その 水平 発射 装置 を 当時 の まま に 再現 。 | 
ペン シル ロケ ッ ト 水 平 発射 の 実演 を 行い (午前 中 1 回 。 午後 2 回 を 予定 )、 


上 これ か ら の 未来 の 50 年 を 支え る 子供 た ち に 和 糸川 博士 の 情熱 を 伝え ます 。 
い 50 年 に 1 度 の めった に な い チ ャ ンス (か も し れ ま せん ) ! 7 


N 是非 ご 来場 くだ さい !! 7 
その 他 、 宇宙 飛行 士 ト ー ク ショ ー や 実験 教室 な ど 、 親子 で 
夏休み を 楽し ん で いた だ く た め の 企画 が 盛り 4 
だ くさ ん 。 詳 しい 情報 は こち ら 。 ノ 
http://Www.jaxa.jp/pencil50 ノン 
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2005 年 度 前 期 の 


衛生 打ち 上 げ 
進 備 状況 

2005 年 度 は 、 多く の 衛星 等 打ち 上 
げ が 予定 され て いま す 。 種子 島 、 
内 之 浦 ある い は 外国 で の 打ち 上 げ 
に 備え 、 各 衛 星 の 準備 が 進め られ 
て いま す 。 出荷 前 の 最終 確認 試験 
か ら 既 に 射場 で の 打ち 上 げ 整 備 作 
業 と さま ざま で す が 、 本 年 度 前 期 打 
ち 上 げ 予 定 の ASTRO-EILOICETS、 
INDEX、 ALOS 各 衛星 の 準備 状況 
に つい 報告 し ます 。 


呈 ロー 〇 ー の ァ S 耳 比 型 > 謎 そ 


ASTRO-EH 

X 線 天文 衛星 ASTRO-EII は 、7 月 6 日 、 
IM-V ロ ケッ ト 6 号機 に より 打ち 上 げ 予 
定 で 、 内 之 浦 宇 宙 空 間 観 測 所 で 打 
ち 上 げ の 整備 作業 を 進め て いま す 。 
ASTRO-EII は 、2000 年 2 月 に 打ち 
上 げに 失敗 し た ASTRO-E の 再 挑 
戦 計 画 で 、 01 年 4 月 か ら 製 作 が 始め 
られ まし た 。 日 米 協 力 に よる 世界 
最高 性 能 の X 線 分 光 装 置 や 、 高 感 
度 人 X 線 観測 装置 な ど が 搭載 され 、 
宇宙 の 暗黒 物質 の 動き や 、 ブラ ッ ク 
ホー ル 近 く の 物理 現象 等 に つい て 
大 き な 科 学 的 成果 を 挙げ る こと が 
期待 され ます 。 


筑波 宇宙 セン ター で 性 能 確認 試験 中 の OICETS 


0OICETS 
光 衛 星 間 通 信 実 験 衛星 (OICETS) 
は 、 筑 波 宇宙 セン ター に お いて デー 
タ 中 継 技術 衛星 | こだま 」 (DRTS) 
の 実機 を 利用 し て 実際 の 運用 を 模 
擬 す る 試験 、 お よび 最終 の 性 能 確 
認 試 験 が 終了 し 、 打 ち 上 げ 射 場 の 
ある カザフ スタ ン の バイ コ ヌ ー ル 宇 
宙 基 地 へ と 輸送 され まし た 。 射場 
に 着い た OICETS は ロケ ッ ト と の イ 
ンタ ー フ ェ ー ス 確認 や 、 機器 の 確認 
試験 な ど 、 この 夏 の 打ち 上 げに 向 
け 最終 作業 を 行っ て いま す 。 


ALOS 


打ち 上 げに 向け た 射場 作業 の た 
め 、 陸 域 観 測 技術 衛星 (ALOS) を 
筑 小字 宙 セ ンタ ー か ら 種 子 島 宇 宙 
セン ター に 輸送 し まし た 。 
ALOS は 、 筑波 宇宙 セン ター で 機能 
性 能 確認 試験 を 完了 し た あと 、 複 
数 の パー ツ に 分 割 し 、 陸路 と フェ 
リー を 使っ て 輸送 し まし た 。 種子 
島 宇 宙 セ ンタ ー に 搬入 後 、 再度 組 
み 立 て を 実施 し 機能 性 能 確認 試 
験 お よび 追跡 局 と の 適合 性 試験 等 
を 実施 し て いま す 。 


INDEX 


工学 技術 実証 ・ オ ー ロ ラ 観 測 を 目 
的 と し た INDEX 衛 星 は 97 年 に 提案 
され て 以来 、 多く の 方 々 の 協力 と 
努力 の 結果 、FM 総 合 試験 を ほぼ 


相模 原 キ ャ ン パ ス で プレ ス 公 開 さ れ た INDEX 


3 種子 島 宇宙 セン ター に 輸送 され る ALOS 


終了 し て お り ま す 。 現在 、 夏 の バ 
イコ ヌー ル で の 打ち 上 げに 向け て 、 
「 考 え 落 と し は な いか ]」 緊張 感 を 
も っ て 、 そし て 衛星 と と も に 過 ご 
せる 残り 少な い 時 間 を 惜しん で 、 
入念 な 最終 試験 を 行っ て いま す 。 


4 筑波 宇宙 セン ター で プレ ス 公 開 さ れ た ALOS 


INFORIMIATION 避 


野口 宇 宙 飛 行 士 の ち 上 げ 


) 降 延期 JAXA の 野口 聡一 宇宙 飛行 十 ら が 
7 月 以 生 \ こ 40 [宇宙 教育 セン ター| の 看板 を 掲げ る 立川 理事 長 ( 右 ) と 的 川 セン ター 長 () 


搭乗 予定 の ひ の ス ペー スシ ャ トル STS- 
114 ミッ ショ ン の 打ち 上 げに つい て 、 
NASA は 、 安全 を 確保 する た め の 
追加 作業 を 行う た め 、 打 ち 上 げ 
予定 期間 を 7 月 13 日 か ら 7 月 31 日 
まで の 間 に 延 期す る と 発表 し ま 
| 寺 8 

スペ ー ス シャ トル 「 デ ィ ス カバ リー 号 | 
は 、 新 燃料 タン ク に 氷結 防止 用 ヒ 
ー タ ー の 設置 等 、 よ り 安全 な 燃料 
タン ク を 設置 する た め 、 打 ち 上 ば げ 
台 か ら 外 し 、 組 立 棟 (VAB) まで 戻 
き znUSS し 2 だ 


安全 確保 の 作業 の た め 
VAB に 曳航 され る スペ ー ス シャ トル 


等 @e  e @ 日 に を 動 を 5 
の 要 の の 俺 に と 双 る 同 と り の び 衣 下 音 そ 仙 の 人 箇 】 開 宇 
活 た 提 公 則 公 し 著 移 で な て 研 教 鶴 レ し け ン 模 四 に 開 A Bmug 
を 重い ま 用 る 作用 衝 ふし も と 條 な A KK 四 ま 
進 を は 教師 】 駿 中 倒 還 傘 首 援 時 で て し 中 ら は 教 』 
め 提 じ 付 纏 ノ X 動 援 さ の の 等 会 か は 作 全 上 得 5 9 
で 供用 交 り 4 当 すら る 2 の すべ 人 な で 2 拉 和 ま 月 = 
まる 履 素 有 有 ん 独 中 憂 ロ 上 月 ら ま 中 広 旧 教 投 た 日 上 
す 千 材 プ を 自 高 グ 現 の ぎ 高 年 い 設 育 業 知 。 ヤセ 
和 洒 還 2 人 06 9288 ン 

像 忠 還 営 、 組 | 次 侯 H 重 

に 16 を 最 を 分 お を ピタ を 技 休 

必 き ん る し 旬 す 大 適 愛野 よ を 生 な 活 術 イ 
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際 
大 型 ロケ ッ ト 組 立 棟 の 扉 
ギネス に 認定 
(種子 島 字 宙 セン ター) 
5 月 19 日 付け で 、 種 子 島 宇宙 セン 
ター 大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 (VAB) の 
前 面 扉 が 、| 最も 大 きい 引き 戸 」 と 
し て 、 ギネス 認定 され まし た 。 
認定 され た 扉 は 、HHIIA ロ ケッ ト を 
組み 立て る 、 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー の 
VAB の 前 面 扉 で 、 全 段 組み 上 が っ 
た HIIA ロ ケッ ト が 前 面 扉 か ら 出 入 
り し ます 。 大 き さ は 、 高 さ 67.46m、 


JAXAS 幅 26.95m、 厚 さ 2.5m、 重 さ 4001 の 
2 


な 大 き な 扉 で 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 大 き な 大 き な 扉 で す 。 


三 補 ー 務 - 1 > 
VAB 前 面 扉 ( 左 ) と VAB か ら 射 点 に 向かう IA ロケ ッ ト 7 号 機 、 
発行 企画 但 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 右側 に 開い た 扉 の 一 部 が 見 える @RSC( 右 ) 
編集 制作 倫 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 候 Better Days 
印刷 製本 信 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 17 年 6 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 表 宮 

副 委員 長 矢代 清高 

委員 浅野 眞 寺 門 和夫 
顧問 山根 一 眞 


事業 所 等 一 覧 


「JAXA は 、 
あな た と 宇宙 を 結ぶ 


宮 口 で す 。 


に 肥 絡 2 
ショ ッ プ & レ スト ラン 
隊 較 


至 品川 


東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 10:0020.00・ 年 中 無休 (元旦 除く) 


で 本 社 


で 航空 宇宙 技術 研究 セン ター 


s 〒182-8522 

g 東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 
記 TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


)! 東京 事務 所 
〒100-8260 
東京 都 和 代田 区 丸の内 1-6-5 


TEL : 03-6266-6000 
FAX : 03-6266-6910 


筑波 宇宙 セン ター 
〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 
〒891-3703 
鹿児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


地球 観測 利用 推進 セン ター 
〒104-6023 
東京 都 中 央 区 晴海 1-8-10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ー メ X 棟 23 階 

TEL : 03-6221-9000 

FAX : 03-6221-9191 


能代 多目的 実験 場 
TO16-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西 山 1 
TEL : 0185-52-7123 

FAX : 0185-54-3189 


名 古屋 駐在 員 事 務 所 
〒460-0022 
愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 
認 | 金山 総合 ビル 10 階 

昌 TEL : 052-332-3251 
FAX : 052-339-1280 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
字 大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 


沖縄 宇宙 通信 所 

〒904-0402 

沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 
金 良 原 1712 

TEL : 098-967-8211 

FAX : 098-983-3001 


丸の内 北 ロ ビル ディ ング (受付 2 階 ) 
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Japan Aerospace Exploration Agency 


〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北口 ビル ディ ング 2F 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


JAXA ホ ー ム ペー ジ http://www.jaxa.jD 
宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http://spaceinfo.jaxa.jp 
最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


